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【研究目的 】

 本研究は, 1980年 代の日本のダ ンス ・パフォ
ーマンスの共通 した傾向を探ることを目的とした

ものである。

【研究方法 】

1.方 法

 ダンス ・パ フォーマ ンスの名称を用いている舞

踊家の中から, 継続 して作品発表を している点, 

またその活動が高い評価を受けている点か ら, 1980

年代の日本のダンス ・パ フォーマンスを代表する

舞踊家 として, 加藤みや子, 菊地純子, 江原朋子, 

田中混, 米井澄江の5人 を研究対象に選んだ。そ

してこの5人 の舞踊家たちにインタビューを行な

うとともに, 本研究者の作品分析だけでな く, 新

聞 ・雑誌等に掲載された作品批評文をも援用 した。

2.手 順

 本研究では彼女 らの共通 した傾向がダンサーの

「役割」にあると仮定 し, 2つ の段階を踏んで考

察を進めた。

 まず第一に, アーヴィング.ゴ ッフマ ンの 『行

為と演技」を中心に日常生活における 「役割」に
ついて考察 し, 次にその考察に基づき, 8つ のパ

フォーマンスの側面と印象操作の技法という視点か

ら, 5人 の舞踊家の作品に出演 しているダンサー

の 「役割」について考察 した。なお今回はダンサ
ーの素養, 創作過程, ダンサーの意識の3点 に注

目した。(下 表参照)

 その際クラシック ・バ レエやモダン ・ダンスを

比較対象 として用いている。

1 日常 生活 における 「役割 」

◇8つ のパ フォーマ ンスの側面

◇印象操作 の技法

II ダ ンス ・パ フ ォーマ ンスにおけるダ ンサ
ーの 「役割」

◇8つ のパ フォーマ ンスの側面 
・ダ ンサ ーの素養 

・創 作過程 

・ダ ンサ ーの意識

◇印象操作 の技法 
・ダ ンサ ーの素養 

・創 作過程 

・ダンサ ーの意識

【結果 ・考察 】
1 日常生活における 「役割」

 ゴッフマンによると 「役割」とは, ある地位に

結びついた義務と権利の実行であり, 役割遂行の

ために人々はパフォーマンスをし, さらに印象操

作の技法を駆使 しているということであった。

 そのパフォーマ ンスには8つ の側面((1)人 の演

じている役目への信頼, (3)外面, (3)劇的具象化, 

(2)理想化, (5)表出的統制の維持, (6)偽りの呈示, 

(2)神秘化, (6)リアリティーとた くらみ)が あり, 

印象操作の技法には, 3つ の措置(防 衛的措置, 

保護的措置, 察 しの察 し)が あると述べ られてい

る。

 これらの役割行為の重要な属性を視点として, 

日常生活の役割行為を具体例に沿って考察 した結

果, 上述の役割の諸属性が否定された行為は, 行

為主体の個体性が強調され, 行為主体の代替が不

可能であることが導き出された。本研究では, そ

の個体性の強調および代替の不 可能性 を もって

「脱役割」と呼ぶことにする。

盈 ダンス ・パ フォーマ ンスにおけるダンサーの

 「役割」

 ここでは8つ のパ フォーマンスの側面と3つ の

印象操作の技法を視点 として, ダンス ・パフォー
マンスにおけるダンサーの役割を, ダンサーの素

養, 創作過程, ダンサーの意識の3点 から考察 し

た。なお本研究は行為主体であるダンサーの役割

研究であるため, 印象操作の技法に関 しては, 行

為主体側の措置である防衛的措置のみを視点とし

ている。

◇パ フォーマ ンスの側面◇
・〈ダンサーの素養(形 姿およびバ レエ ・テクニ

ック)>

 5人 の舞踊家の作品に出演 しているダンサーた

ちは, 社会一般に理想 とされているダンサーの形

姿やバレエ ・テクニックに固執 していない。つま

りバ レエのように細身で手足の長い形姿, バ レエ
・テクニックの習熟という, 1つ の価値観によっ

て作 り上げられた外面の表出にとらわれることな

く, 自分にとっての美 しさ, 独自の表現テクニッ

クを追求 している。自分自身が理想とする外面を

作 るのであって, 既成の外面を選択するのではな

い。 ここでは特に(2)外面および(2)理想化の否定が

見られる。
・〈創作過程>

 5人 の舞踊家の創作は, その舞踊家自身とダン

サーの共同作業で進められている。舞踊家はダン

サーに状況や条件を提示 し, ダンサーはその課題

に対 して自らの動きで反応 し, 対応 してい くこと

を課せ られる。ダンサーは, 細か く定められた振

りの再現ではなく, 自分の表現が望まれているの
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で, (3)偽りの呈示は不必要であるし, 即時的な反

応であるので自己の動きに整合性を持たせるとい

った(5)表出的統制の維持 も無用の こととなる。ま

た上演 も創作過程の延長上にあり, 過程の一地点

といった趣が強いため, 局域の分離という(2)神秘

化のパ フォーマンスも見 られない。
'〈 ダンサーの意識 〉

 上演の際ダンサーは, 本来的な自己を追求 し, 

自己の呈示に意識を集中させており, 役柄を演 じ

ることに没頭 していない。これは(1)人の演 じてい

る役目への信頼の否定になる。彼女 らは何かの役

柄を通 してではな く, む しろ日常でもかぶ ってい

るような仮面を外 し, 演技的要素を剥 ぐ方向へと

進んでいる。 したがって役柄に(3)リア リティーを

持たせるために(3)劇的具象化をし, 自己に(5)表出

的統制の維持を施す, あるいは作品のため, 役柄

のたあに(3)自己を偽 った呈示をす るという必要に

迫 られない。

◇印象操作の技法◇
'〈 ダンサーの素養>

 5人 の舞踊家の作品においては, クラシック ・
バ レエや多 くのモダン ・ダンスのように1人 のダ

ンサーの形姿が違 うことや, バ レエ ・テクニ ック

の仕損 じが, チーム ・パフォーマ ンスの撹乱を誘

うことはない。む しろその人固有の形姿や表現テ

クニックが望まれてお り, すなわちゴッフマンの

言う 「自分自身のショー」の呈示こそ必要とされ

ている。そこに防衛的措置は見 られない。
・〈創作過程 〉

 前述の共同作業の中で, 5人 の舞踊家たちはデ

ィスカッションという過程を踏んでいる。このこ

とは作品にダンサー個々人が強 く反映 しているこ

とを意味する。すなわちダンサーは作品に従うの

ではな く, そこに参加するダンサーが作品を作 り

あげていると言える。さらに参加 しているダンサ
ーは設定された状況に反応するという自己呈示作

業を行なっているので, 忠誠心や節度を持 って与

えられた振 りの再現をする必要はない。まさにこ

こでもゴッフマンの言う 「自分自身のショー」の

呈示が見 られる。
●〈ダンサーの意識>

 5人 の舞踊家の作品に出演しているダンサーた

ちは, 作品の印象を強化するために役柄を演 じ切

るのではなく, ダンサー個々人が自分を見つめ, 

呈示 していくために舞台に存在 している。そこで

はパフォーマンスの撹乱 も一つの状況 として受け

止められ, ダンサーはその状況にどう反応 して動

くかが問われている。すなわちパ フォーマンスの

撹乱を回避するために節度を持 って定められたと

おりに動 くという, チーム ・パフォーマンスに対

する忠誠心=印 象操作の技法である防衛的操置は

無用のものであると言える。

【まとめ 】

 以上 のよ うに, ダ ンサーの素養, 創 作過程, ダ

ンサーの意識 の3点 にお いて, 5人 の 舞踊家の作

品では, パ フ ォーマ ンスの側面の否定 と印象操作

の技法 の否定, つ ま り役割の属性の否定がみ られ

る。す なわちダ ンサー1人1人 の個体性が強調 さ

れ, さ らにダ ンサーの代替が不可能であ ることが

窺 える。

 この個体性 の強調 と代替の不可能性を もって, 

5人 の舞踊家 の作品 に出演 して いるダンサーたち

は, パ フォーマ ンスの側面および印象操作 の技法

とい う視点か ら見て 「脱役割」の志向を持 った自

己呈示を して いると言え る。 すなわち1980年 代 の

日本の ダ ンス ・パ フォーマ ンスは, 「脱役割」 の

志 向を持つ という結論に達 した。
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